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2 広報いしかわ　４月号

第�
4
次�
総�
合�
計�
画�
キ�
ラ�
ラ�
21
プ�
ラ�
ン�

人
・
自
然
が
融
け
合
う�

あ
ぶ
く
ま
高
原
都
市
い
し
か
わ�

を
目
指
し
て�

平
成
14
年
度
の
石
川
町
歳
入
歳
出
予
算
が�

３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、�

予
算
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

（�

）�

平
成
14
年
度
　
町
の
一
般
会
計
予
算
は�

平
成
14
年
度
　
町
の
一
般
会
計
予
算
は�

66
億
8
千
5
百
万
円�

66
億
8
千
5
百
万
円�

　

平
成　

年
度
石
川
町
の
予
算
は
、
限
ら

１４

れ
た
財
源
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
配
分

し
、
第
４
次
総
合
計
画
「
キ
ラ
ラ　

プ
ラ

２１

ン
」
第
２
回
実
施
計
画
を
基
本
と
し
て
、

「
人
・
自
然
が
融
け
合
う　

あ
ぶ
く
ま
高

原
都
市　

い
し
か
わ
」
の
将
来
像
の
実
現

を
目
指
し
事
業
の
重
点
選
別
に
努
め
編
成

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、

平
成　

年
度
と
比
べ
０
・
２
パ
ー
セ
ン
ト

１３

増
の　

億
８
、
４
９
８
万
円
と
な
り
ま
す
。

６６

歳
入
で
は
、
町
税
が
、
景
気
の
動
向
や
制

度
改
正
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
０
・
４

パ
ー
セ
ン
ト
の
減
で
、　

億
９
、
４
５
１

１６

万
円
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
地
方
交
付
税

等
一
般
財
源
が
減
収
と
な
る
た
め
、
財
政

調
整
基
金
な
ど
の
積
み
立
て
基
金
、
１
億

８
、
０
０
０
万
円
余
り
を
繰
入
金
に
計
上

す
る
こ
と
で
補
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
こ
れ
ら
の
厳
し
い
財
政
状

況
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
諸
施
策
の
実
現

に
向
け
、
事
業
の
重
点
選
別
と
予
算
の
重

点
配
分
を
行
い
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
の
推
進
に

向
け
、
環
境
監
視
体
制
の
充
実
、
水
環
境

保
全
に
取
り
組
み
ま
す
。
社
会
資
本
の
整

備
の
た
め
、
引
き
続
き
町
道
、
農
道
整
備

を
図
り
ま
す
。
食
糧
の
計
画
的
生
産
と
食

糧
自
給
率
向
上
に
向
け
た
土
地
利
用
型
作

物
の
生
産
振
興
に
努
め
ま
す
。
鉱
物
資
源

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

地
域
商
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
導
入
を
促
進
し
ま

す
。
高
度
情
報
社
会
に
即
応
し
た
行
政
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
努
め
行
政
情
報
の
公
開

を
推
進
し
ま
す
。

　

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
特

別
会
計
に
お
い
て
、
介
護
保
険
制
度
の
着

実
な
実
施
を
図
る
た
め
、
介
護
給
付
・
予

防
給
付
の
保
険
給
付
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
予
算
総
額
は
、
１
０
９
億
８
、
７
２

１
万
円
と
前
年
度
よ
り
５
億
９
、
０
８
６

万
円
の
減
と
な
り
、
前
年
度
と
比
べ
５
・

１
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
り
ま
す
。

◎印は新規事業　○印は一部新規事業　□印は拡大事業平成１４年度　予算の主な事業
９９，９５４千円１　心豊かに学ぶ力をつなぐまち

◎学校間交流事業など

◎文化財普及活動事業
□鉱物調査報告書作成事業など

①明日を担う人づくりのために 

②歴史を学びあい個性豊かな社会をつくるために

１０億４，８６３万円２　自然と調和し安全で快適なまち
□環境監視員設置事業など
◎緊急地方道路整備事業
◎長久保地区計画策定事業
○道路維持補修事業など
消防施設整備事業
交通安全対策事業など

①自然と共生する社会をつくるために
②快適な都市基盤の整備をめざすために

③安全で安心な地域社会をめざすために

４５億７，０２３万円３　人にやさしく健康で安心して暮らせるまち
□児童クラブ運営事業など

◎障害児通園事業
○老人保健事業
□全国健康福祉祭事業など

①やさしさと思いやりをもって共に生きるために

②みんなが安心していきいきと暮らすために

６億７，２２９万円4　活力に満ちたたくましいまち

◎活力ある商店街事業など

□石のまちづくり事業など

①環境変化に柔軟な産業育成のために

②地域資源を有効に活用するために

１億４，７３９万円5　町民とともに歩むまち
◎地域づくり事業など
◎防災行政無線整備事業
　総合行政システム事業など

◎地図情報システム事業など

①町民総参加の推進
②開かれた行政の推進

③効率的な行財政運営の推進



3広報いしかわ　４月号

●特別会計予算総額
対前年度比予　算　額会　計　名

△　１．３１５億７，２９１万円国 民 健 康 保 険

△１５．０１９億２，４０１万円老 人 保 健

５．６６億７，３１２万円介 護 保 険

５．９８８９万円介護保険サービス事業

△９４．７５４万円母 畑 財 産 区

△９４．５５６万円中 谷 財 産 区

―３７万円
石川地方町村心身障害児
就 学 指 導 審 議 会

△８３．２６１４万円土 地 開 発 事 業

―皆　減鳥内工業団地給水事業

４．８７，１５７万円簡 易 水 道 事 業

△８４．１４，４１０万円宅 地 造 成 事 業

●水道事業会計予算
 予　算　額 区　　分

 ２億８，０９４万円営 業 収 益 
収　
　

入

 
収　

益　

的　

収　

支

 ２１万円営 業 外 収 益

 ２万円特 別 利 益

 ２億８，１１７万円計

 ２億１，０１９万円営 業 費 用
 
支　
　

出

 ３，５７９万円営 業 外 費 用

 ３０万円特 別 損 失

 １００万円予 備 費

 ２億４，７２８万円計

 予　算　額 区　　分

 １５５万円建 設 負 担 金 
収　
　

入

資　

本　

的　

収　

支

 １万円工 事 負 担 金

 ６８１万円国 庫 補 助 金

 ８３７万円計

 １億２，１５６万円建 設 改 良 費 
支　
　

出

 ２，７５６万円企業債償還金

 １００万円予 備 費

 １億５，０１２万円計

※資本的収入額が支出額に対して不足する１億４，１７５万円は、損益勘定留保資金等で補てんしました。
３７，００７　円

消
防
費
ほ
か

２６，９２６　円

土　
木　
費

３５，８２５　円

教　
育　
費

３５，８８４　円

農
林
水
産
業
費

４９，１１４　円

衛　
生　
費

４５，９７９　円

総　
務　
費

５１，３３２　円

公　
債　
費

５８，９５１　円

民　
生　
費

26億0,100万円�
（地方交付税）�
38.9％�

11億5,562万円�
（民生費）17.3％�

10億0,626万円�
（公債費）15.0％�

9億0,133万円�
（総務費）�
13.5％�9億6,278万円�

（衛生費）�
14.4％�

7億0,344万円�
（農林水産業費）�

10.5％�

7億0,227万円�
（教育費）10.5％�

5億2,783万円�
（土木費）7.9％�

7億2,547万円�
（消防費ほか）�
10.9％�

16億9,451万円�
（町税）�
25.3％�

6億2,390万円�
（町債）�
9.3％　　�

6億5,224万円�
（分担金及び負担金）�

9.8％�

5億1,832万円�
（地方譲与税ほか）�
　　　　　　7.8％�

3億7,381万円�
（県支出金）5.6％�

2億2,122万円�
（国支出金）3.3％�

歳�入�

歳�出�

キララちゃん�

町
民
に
使
わ
れ
る
お
金

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
予
算

１４

　

億
８
、
５
０
０
万
円
を
、
私
た

６６ち
町
民
一
人
当
り
に
す
る
と
、
３

４
１
、
０
１
８
円
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
お
金
を
項
目
別
に
見
る
と

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

町
民
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
る
お
金
は
一
人
当
り�

3
4
1
、0
1
8
円
�

町
民
一
人
当
り
の
町
税
負
担
は�

8
6
、4
4
1
円
�
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世
紀
の
地
方
行
政
は

２1
　
　

世
紀
の
地
方
行
政
は
、
住
民
の
自
己

２１
決
定
・
自
己
責
任
を
中
心
と
し
た
分
権
型

社
会
で
す
。
つ
ま
り
「
自
分
た
ち
の
住
ん

で
い
る
地
域
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
決
め

ら
れ
る
仕
組
み
に
し
て
い
こ
う
」
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
福

祉
、
環
境
、
教
育
等
の
住
民
に
身
近
な
分

野
で
常
に
新
ら
し
い
課
題
が
出
て
く
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
行
政
と
し
て
も
能
力
向

上
が
住
民
生
活
の
充
実
の
た
め
に
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

こ
こ
に
き
て
な
ぜ
急
速
に

市
町
村
合
併
が
議
論
さ
れ
て
い
る
の

　

国
で
は
、
市
町
村
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
・
向
上
さ
せ
て
い
く
手
段
と
し
て
、

市
町
村
の
合
併
を
促
進
す
る
た
め
に
、

様
々
な
支
援
プ
ラ
ン
を
用
意
し
て
お
り

「
市
町
村
合
併
特
例
法
」
の
期
限
を
平
成

　

年
３
月
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

１７

さ
ら
に
こ
の
合
併
の
論
議
が
強
ま
る
も
の

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

近
年
、
各
自
治
体
で
は
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
本
格
的
な
地
方
分
権
の
時
代
を
迎
え
、

少
子
高
齢
化
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
周
辺
市
町
村
が
協
力
し
あ
う
効
率
的
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
真
剣
に
考
え
る
時
期
に
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
最
近
に
な
っ
て
急
速
に
市
町
村
合
併
の
動
き
が
広
が
っ
て
き
て
お
り
、
全
国

で
様
々
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

真
剣
に
考
え
る
時
期
に
き
て
い
ま
す

２千を超える市町村が合併を検討
●合併協議会等の設置状況（平成１３年１２月末現在）

　３４（　１１７市町村）法定協議会

　６０（　２７１市町村）任意協議会

３４６（１，６３８市町村）研究会等

４４０（２，０２６市町村）
→全市町村数（３，２２３）の６２．９％計

＜参考＞　８０％以上の市町村が参加している県（１７県）　　
群馬県、富山県、石川県、山梨県、岐阜県、滋賀県、和歌山県、
愛媛県、高知県、鳥取県、島根県、山口県、広島県、大分県、
佐賀県、宮崎県、熊本県

市
町
村
合
併
特
例
法
と
は

　

昭
和　

年
に
合
併
の
円
滑
化
を
目
的
に

４０

　

年
間
の
時
限
立
法
と
し
て
施
行
さ
れ
ま

１０

し
た
が
、
そ
の
後
期
間
が
延
長
さ
れ
、
平

成
７
年
に
議
員
の
定
数
・
在
任
特
例
な
ど

の
大
幅
な
改
正
が
あ
り
、
平
成　

年
に
は
、

１１

住
民
発
議
制
度
の
拡
充
や
合
併
特
例
の
創

設
な
ど
を
内
容
と
す
る
大
幅
な
改
正
が
行

わ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
特
例
法
の

内
容
の
項
目
と
し
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
合
併
協
議
会
の
設
置

・
住
民
発
議
制
度（
合
併
協
議
会
の
設
置
）

・
市
町
村
建
設
計
画
の
策
定

・
市
と
な
る
要
件
の
特
例

・
地
域
審
議
会（
旧
市
町
村
の
区
域
ご
と
）

・
議
会
議
員
の
定
数
・
在
任
に
よ
る
特
例

・
議
会
議
員
の
退
職
年
金
に
関
す
る
特
例

・
農
業
委
員
の
任
期
等
に
関
す
る
特
例

・
職
員
の
身
分
の
扱
い

・
地
方
税
の
不
均
一
課
税

・
地
方
交
付
税
の
額
の
算
定
の
特
例

・
地
方
債
の
特
例
な
ど

市
町
村
合
併
の
検
討
の
必
要
性

　

現
在
、
全
国
各
地
で
議
論
さ
れ
て
い
る

市
町
村
合
併
は
、
あ
く
ま
で
「
自
主
的
な

市
町
村
合
併
」
で
あ
り
、
住
民
自
ら
が
判

断
し
、
決
定
し
て
い
く
事
柄
で
す
。
従
っ

て
、
検
討
の
結
果
「
合
併
し
な
い
」
と
い

う
結
論
に
至
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

国
や
県
か
ら
の
押
し
付
け
で
は
な
く
、
自

己
決
定
・
自
己
責
任
の
原
則
の
も
と
に
、

市
町
村
合
併
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
の
ま
ち

を
ど
う
し
て
い
く
の
か
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

市
町
村
合
併
は

新
し
い
ま
ち
づ
く
り

　

広
域
行
政
は
、
避
け
て
通
れ
な
い
課
題

と
な
っ
て
い
る
今
日
、
将
来
の
地
域
の
姿

を
考
え
る
の
は
私
た
ち
の
責
務
で
す
。
町

民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
自
分
た

ち
の
地
域
を
子
孫
に
受
け
継
い
で
い
く
た

め
に
も
こ
の
市
町
村
合
併
を
契
機
と
し
て

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

郡山市�

猪
苗
代
湖

猪
苗
代
湖�

猪
苗
代
湖�津若松市�

いわき市�

白河市�

須賀川市�

本宮町�
白沢村�

長沼町�

鏡石町�

岩瀬村�

天栄村�

西郷村�

表郷村�

東村�
�

泉崎村�
�

中島村�

矢吹町�
大信村�

棚倉町�
鮫川村�

石川町�

玉川村�
平田村�

浅川町� 古殿町�

三春町�

小野町�

滝根町�

大越町�

都路村�常葉町�

船引町�

川内村�

葛尾村�

県� 中�

い�わ�き

よ的サの
りなー提
効行ビ供
率政スを
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特�例�
人口要件の緩和�

平成16年3月まで合併する場合�

3万人以上�
平成17年3月まで合併する場合�

4万人以上�

市となるべき要件の特例�
　

市
制
を
施
行
し
よ
う
と
す
る
場

合
は
、
地
方
自
治
法
で
定
め
ら
れ

て
い
る
「
市
と
な
る
べ
き
要
件
」

の
人
口
５
万
人
以
上
で
あ
る
こ
と

や
中
心
市
街
地
を
形
成
し
て
い
る

区
域
の
戸
数
が
全
戸
数
の
６
割
以

上
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満

た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

平
成　

年
３
月　

日
ま
で
の
間
に

１７

３１

限
り
、
一
定
の
合
併
に
は
、
こ
れ

を
満
た
さ
な
く
て
も
市
と
な
る
特

例
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

石川管内と�
近隣市町村の人口�
石川管内と�

近隣市町村の人口�

石川郡�

岩瀬郡�

49,806

32,284

須賀川市� 66,750

郡山市� 334,845

矢吹町� 18,892

中島村� 5,274

東　村� 6,014

田村郡� 77,583

石川町�
玉川村�
平田村�
浅川町�
古殿町�

19,913�
7,681�
7,909�
7,486�
6,817

長沼町�
鏡石町�
岩瀬村�
天栄村�

6,451�
12,735�
6,209�
6,889

(平成12年国勢調査　単位：人)

知的障害者援護施設への入所等の措置１

妊産婦等の助産施設又は、母子寮への入所２

障害児福祉手当及び特別障害者手当の支給３

自動車の臨時運行の許可４

福祉事務所の設置５

社会福祉主事を置き、生活保護等の事務を直接処理６

選挙管理員会に書記長、書記その他の職員を配置７

商工会議所の設置（任意で設置）８

３大都市圏の特定の市の市街化区域農地に対する課税特例（宅地並み課税）９

史跡、名勝、天然記念物の軽微な現状変更等の許可、取り消し、変更命令１０

児童扶養手当の受給資格の認定等１１

商店街振興組合等の設立認可、役員変更の届出の受理１２

商店街振興組合等の定款変更の許可、解散届の受理１３

等務事るれさ譲委い伴に制市

等務事るれさ譲委りよに模規口人
事務の種類等人口規模市の種類

・福祉事務所の設置
　（生活保護の決定・実施、障害児福祉手当の支給等）５万人以上

市 ・公立高等学校の設置
・開発行為等の規制に関する事務等１０万人以上

・人事委員会または、公平委員会等の設置１５万人以上

・騒音や悪臭の排出を規制する地域の指定
・開発行為の許可、開発審査会の設置等２０万人以上

特
例
市

・建築主事の設置等２５万人以上

・保健所の設置（飲食店営業の許可など）
・身体障害者手帳の交付、屋外広告物の設置制限３０万人以上中核市

・都道府県並みの権限
　（国道・県道の管理、児童相談所の設置など）１００万人程度政令指定

都　　市
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２
月　

日
、
町
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
、
第　

１７

２０

回
石
川
ス
ケ
ー
ト
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ケ
ー
ト
教
室
に
参
加
し
て
い
た
子
ど
も
た

ち
な
ど
、
約　

人
が
参
加
。
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

５０

ツ
の
一
つ
と
し
て
、
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
ー

（
米
国
）
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
人
気
の
高
か
っ
た

ス
ケ
ー
ト
競
技
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
田
光
太
郎
・
翔
太
郎
兄
弟
（
石
川
小
）
の
選

手
宣
誓
の
あ
と
、
幼
児
の　

メ
ー
ト
ル
か
ら
一
般

３０

の
５
０
０
メ
ー
ト
ル
、
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
競
技
ま

で
を
楽
し
み
な
が
ら
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

試
し
て
い
ま
し
た
。

ス
ケ
ー
ト
大
会
に

約　

人
が
参
加

５０

　

２
月　

日
、
町
議
会
議
場
で
新
世
紀
未
来
議
会

２４

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
で
も
初
め
て
の
試
み
と
な
る
こ
の
模
擬

議
会
は
、
新
成
人
者　

人
が
参
加
し
、
町
民
と
行

１２

政
と
の
関
わ
り
や
議
会
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、

学
び
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
の
意
識
を
高
め
ま
し

た
。

　

数
回
の
事
前
研
修
を
重
ね
、
当
日
は
緊
張
し
た

面
持
ち
な
が
ら
も
、
瀬
谷
修
一
議
長
、
吉
田
由
加

利
副
議
長
を
中
心
に　

人
は
一
般
質
問
と
い
う

１０

形
で
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
、
今
後

も
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
し
た
い
」
と
豊
富
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

新
世
紀
未
来
議
会
で

新
成
人
議
員　

人
が
一
般
質
問

１０

　

２
月　

日
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
長
生
園
」
で
、

２２

鈴
木
タ
ケ
さ
ん
の
誕
生
祝
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
最
高
齢
者
の
鈴
木
タ
ケ
さ
ん
は
、
明
治　
３３

年
２
月　

日
生
ま
れ
で
、
１
０
２
歳
の
誕
生
日
を

２３

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
西
牧
立
博
町
長
が
訪
れ
、
花

か
ご
、
ケ
ー
キ
を
贈
り
同
園
の
入
所
者
と
祝
福
し

合
い
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
手
を
合
わ
せ
て
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
な
ど
と
話
す
な
ど
、
元
気
に
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

町
内
最
高
齢
者
・
鈴
木
タ
ケ
さ

ん

の
１
０
２
歳
を
祝
う
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２
月　

日
、
八
幡
屋
で
広
域
行
政
研
修
会
が
行

１５

わ
れ
ま
し
た
。

　

石
川
地
方
町
村
会
の
主
催
。
管
内
の
町
村
長
を

始
め
、
議
員
、
各
種
団
体
の
代
表
者
な
ど
約
２
０

０
人
が
出
席
し
、
こ
れ
か
ら
の
広
域
行
政
と
は
何

か
に
つ
い
て
考
え
合
い
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
総
務
省
自
治
行
政
局
市
町
村
課
の

井
上
源
三
課
長
を
講
師
に
迎
え
、
市
町
村
合
併
特

例
法
の
期
限
で
あ
る
、
平
成　

年
３
月
を
目
標
に

１７

し
た
市
町
村
合
併
の
推
進
に
つ
い
て
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
質
疑
が
相
次
ぎ
、
市
町
村
合
併

の
感
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
ま
し
た
。

関
心
が
高
か
っ
た

広
域
行
政
研
修
会

　

３
月
１
日
、
役
場
第
一
会
議
室
で
、
町
介
護
相

談
員
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
で
も
珍
し
い
介
護
相
談
員
の
設
置
は
、
在

宅
生
活
者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
を
受
け
る

も
の
で
す
。

　

介
護
の
悩
み
、
不
安
な
ど
が
気
軽
に
相
談
で
き
、

利
用
者
の
目
線
で
見
る
実
態
、
問
題
点
を
行
政
に

伝
え
る
役
目
を
担
い
ま
す
。

　

最
寄
り
の
介
護
相
談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
敬
称
略
〕

小
針
邦
安（
北
町
）、
小
針
昌
代（
長
久
保
）、
小

野
恒
夫（
沢
井
）、
小
豆
畑
豊（
山
形
）、
南
條　

質（
坂
路
）、
高
木
春
子（
母
畑
）、
中
村
嘉
雄（
塩

沢
） 町

民
と
行
政
の
掛
け
橋

介
護
相
談
員
７
人
を
委
嘱

　

３
月
１
日
、
町
内
２
つ
の
高
校
で
卒
業
式
が
行

わ
れ
、
５
１
２
人
が
学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

第　

回
目
と
な
る
県
立
石
川
高
校
で
は
、
金
谷

５３

兼
明
校
長
が
ク
ラ
ス
代
表
５
人
に
卒
業
証
書
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　

近
内
盛
文
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
ら
が
は
な
む
け
の
言

葉
を
贈
り
、
草
野
哲
平
現
生
徒
会
長
の
送
辞
、
卒

業
生
を
代
表
し
て
渡
辺
初
美
さ
ん
が
答
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
石
川
幼
稚
園
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
を

行
っ
て
い
た
卒
業
生
に
、
園
児
か
ら
花
束
な
ど
が

贈
ら
れ
、
涙
す
る
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

県
立
石
川
高
校
な
ど
、

２
高
校
で
５
１
２
人
が
巣
立
つ

身近に行われている
楽しいイベントや
明るい話題などを
役場総務課まで
お寄せください。
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お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
４
人
授
か
り
、
孫
が
８

人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞

５０

か
せ
て
く
だ
さ
い

正
次
さ
ん　

私
た
ち
は
昭
和　

年
２２

４
月
に
結
婚
し
、　

年
を
迎
え
ま

５５

し
た
。
私
は
石
川
中
学
（
現
学
石
）
を

卒
業
を
、
母
畑
、
須
釜
小
学
校
の
代
用

教
員
を
し
て
い
ま
し
た
が
、　

歳
の
時
、

１９

志
願
し
て
終
戦
ま
で
戦
中
で
過
ご
し
ま

し
た
。
戦
後
ま
も
な
い
激
動
の
時
代
を
、

妻
と
と
も
に
農
業
を
営
み
、
大
麦
、
小

麦
、
葉
タ
バ
コ
を
耕
作
し
、
農
協
に
出

荷
し
て
現
金
収
入
を
得
ま
し
た
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

正
次
さ
ん　

読
書
で
す
。

リ
セ
さ
ん　

大
正
琴
、
カ
ラ
オ
ケ
、

読
書
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

今
出
・
北
須
川
の
桜
並
木
や
人
情

味
の
あ
る
石
川
の
人
々
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

世
紀
を
生
き
ぬ
く
子
ど
も
た
ち

２１が
、
心
豊
か
な
で
健
や
か
に
育
つ

教
育
と
家
庭
、
地
域
の
連
携
で
す
。

　

職
業
▽
新
協
工
業
�
に
勤
め
、
時
計

の
ガ
ラ
ス
加
工
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
は
何
で
す
か

出
か
け
る
こ
と
が
好
き
な
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
所
に
旅
行
に
行
き
た

い
で
す
。

将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

笑
顔
の
絶
え
な
い
明
る
い
家
庭
を

築
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

若
者
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
施
設
が

少
な
い
の
で
、
活
用
す
る
機
会
を

増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。

最
後
に
理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は

思
い
や
り
の
あ
る
人
。

次
回
は
小
豆
畑
誠
さ
ん
で
す
。

中
田　

正
次
さ
ん（　

歳
）

８３

　
　
　

リ
セ
さ
ん（　

歳
）

８１

住
所
／
母
畑
字
小
田
口

谷地字竹ノ内

南條裕子さん（２２歳）

太楽　 涼  音 　ちゃん
すず ね

立ケ岡　　　　　　　　　　　
幸弘さん・綾子さんの長女　　
平成１２年１０月２２日生まれ　　　

「お手伝いだーい好きの涼音。
今日はお花の水くれです。元気
に明るく育ってください!」

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。応

募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の
写
真
、名

前
、誕
生
日
、電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広

聴
係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後

日
担
当
が
撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
願
い
ま
す
。
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◆
生
ま
れ
は
ど
こ
で
す
か

　

熊
耳
助
産
院
で
生
ま
れ
、
高
校
時
代
ま
で
石
川
町
で
過

ご
し
ま
し
た
。

◆
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か

　

私
の
マ
ン
ガ
「
エ
デ
ン
の
東
北
」
は
、
子
ど
も
の
頃
の

石
川
町
の
思
い
出
が
土
台
で
す
。
２
５
０
話
以
上
描
い
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
尽
き
な
い
く
ら
い
な
の
で
、
一
口
に
言

う
の
は
難
し
い
で
す
。

◆
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

マ
ン
ガ
家
で
す
。
マ
ン
ガ
・
エ
ッ
セ
イ
・
イ
ラ
ス
ト
な

ど
を
描
い
て
い
ま
す
。
同
じ
く
石
川
出
身
の
実
弟
も
マ
ン

ガ
家
で
、
夫
は
マ
ン
ガ
原
作
者
で
す
。
４
歳
の
息
子
も
い

て
、
東
京
の
高
円
寺
に
住
ん
で
い
ま
す
。

◆
あ
な
た
か
ら
見
る
石
川
町
は

　

ご
く
個
人
的
な
こ
と
で
す
が
、
私
に
と
っ
て
石
川
町
で

一
番
大
事
な
と
こ
ろ
は
、
北
町
の
江
口
風
呂
店
で
す
。
あ

そ
こ
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
育
て
て
も
ら

っ
て
、
今
だ
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
で
。
あ
と
、
特

に
商
売
繁
盛
を
願
っ
て
い
る
の
は
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
本

宮
店
（
こ
れ
は
親
戚
）、
星
理
髪
店
（
同
級
生
の
享
く
ん

宅
）、
星
呉
服
店
（
同
級
生
の
幸
児
く
ん
宅
）
な
ど
。

　

ま
ず
、
石
川
全
体
が
私
に
と
っ
て
親
み
た
い
な
も
の
。

そ
の
コ
コ
ロ
は
、「
孝
行
す
る
の
は
面
倒
だ
が
、
元
気
で
い

て
ね
」（
笑
）。〔
本
人
筆
〕

私
の
マ
ン
ガ
「
エ
デ
ン
の
東
北
」
は

子
ど
も
の
頃
の
石
川
町
の
思
い
出
が
土
台

東京都 深谷かほるさん

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す
か

　

山
形
県
の
県
庁
所
在
都
市
と
し
て
、

政
治
・
経
済
・
教
育
・
文
化
・
医
療
・

福
祉
等
、
様
々
な
面
で
中
核
的
な
役
割

を
果
た
し
て
き
て
い
る
人
口
約　

万
人

２５

の
山
形
市
で
す
。

　

山
形
盆
地
は
夏
は
蒸
し
暑
く
、
雪
は

多
い
が
寒
く
な
い
気
候
の
な
か
、
山
寺

を
は
じ
め
、
ス
キ
ー
場
も
数
多
く
あ
り
、

観
光
地
と
し
て
も
見
所
の
多
い
所
で
す
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

昭
和　

年
に
来
ま
し
た
。

５６

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

初
め
は
不
安
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

商
店
街
の
中
心
、
商
売
の
お
陰
で
人
付

き
合
い
も
多
く
あ
り
、
近
所
や
お
得
意

様
の
方
々
に
よ
く
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

嫁
い
だ
当
時
は
商
店
街
も
賑
や
か
で

良
か
っ
た
の
で
す
が
、
商
業
圏
の
広
域

化
も
あ
り
、
学
生
が
行
き
交
う
朝
夕
意

外
は
ヒ
ッ
ソ
リ
と
し
て
い
ま
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
物
産
市
の

発
展
等
、
ま
た
い
げ
た
ス
ト
ア
跡
地
の

活
用
を
実
現
さ
せ
、
多
く
の
誘
客
を
望

み
ま
す
。

山形県山形市山形県山形市

南
町

斎
藤　

幸
子
さ
ん

白岩　 素 直   　ちゃん
す なお

高田　　　　　　　　　　　　
義孝さん・優子さんの長男　　
平成１３年２月２２日生まれ　　　

「まだ１年しか経っていないの
に、ず～っと前からいた感じが
するのが不思議だね�」

　
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ

た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

皆
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
石
川

町
の
印
象
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
登
場
し
た
い

方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

マンガを描いているようす
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金
沢
市
で
は
平
成
６
年
に
①
『
金

沢
市
に
お
け
る
市
民
参
画
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
条
例
』

と
、
②
『
金
沢
市
に
お
け
る
土
地
利

用
の
適
正
化
に
関
す
る
条
例
』
の
２

つ
の
条
例
を
制
定
し
、
こ
の
２
つ
を

「
金
沢
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
と
し
、

住
民
自
ら
が
地
域
の
将
来
像
を
描
き
、

ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
を
決
め
、
実

現
し
て
い
く
仕
組
み
と
し
て
運
用
。

　

①
は
市
街
化
区
域
内
を
対
象
と
し

て
お
り
、
②
は
市
街
化
区
域
外
を
対

象
に
、
市
内
全
体
で
の
土
地
利
用
の

秩
序
を
維
持
・
保
全
す
る
ル
ー
ル
の

必
要
性
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
郊
外
地
の
大
型
店
の
立
地

を
め
ぐ
り
、
市
や
商
工
会
議
所
等
で

取
り
組
む
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を

阻
害
す
る
恐
れ
も
あ
り
、
そ
の
対
応

に
つ
い
て
市
議
会
等
で
も
課
題
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
立
地
や
開
発

が
大
き
く
市
内
の
土
地
利
用
に
影
響

し
や
す
い
商
業
施
設
に
関
し
て
、
市

と
し
て
の
手
続
き
や
一
定
の
ル
ー
ル

な
ど
に
つ
い
て
定
め
た
『
金
沢
市
に

お
け
る
良
好
な
商
業
環
境
の
形
成
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る

条
例
』
が
、
昨
年　

月
に
制
定
さ
れ

１２

ま
し
た
。

石川県金沢市で
商業施設に関する
条例を制定

●
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

現
在
、　

年
目
に
な
る
泉
崎
の
会
社

２９

に
勤
め
て
い
ま
す
が
、
リ
ス
ト
ラ
、　
５０

歳
以
上
の
早
期
退
職
を
募
り
、　

歳
定

６０

年
を
考
え
る
と
多
少
の
上
乗
せ
退
職
金

が
あ
っ
て
も
、
再
就
職
す
る
の
も
難
し

い
の
は
目
に
見
え
て
、
不
安
な
気
持
ち

で
仕
事
に
望
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

ま
た
、
記
念
す
べ
き　

世
紀
の
ス
タ

２１

ー
ト
に
沢
田
地
区
の
婦
人
会
長
と
し
て
、

先
輩
か
ら
の
継
続
事
業
を
各
年
代
の
会

員
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
地
域
社
会

に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
、
公
民
館
等

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
事
業
に
参
加
、

協
力
し
、
よ
う
や
く
１
年
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か

　

車
を
運
転
し
な
が
ら
眺
め
る
、
川
の

流
れ
、
川
に
あ
る
石
の
微
妙
な
配
置
は
、

自
然
の
偉
大
さ
に
感
心
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
一
番
好
き
な
の
は
、
何
と
い
っ

て
も
春
、
桜
の
季
節
。
役
場
前
の
通
り

や
石
川
中
か
ら
石
川
小
ま
で
の
通
り
は
、

川
の
せ
せ
ら
ぎ
と
の
満
開
の
桜
並
木
で
、

天
気
の
良
い
明
る
い
日
差
し
の
中
は
、

気
持
ち
が
本
当
に
の
ん
び
り
す
る
大
好

き
な
所
で
す
。

●
ど
ん
な
将
来
を
望
み
ま
す
か

　

本
が
好
き
な
の
で
、
図
書
館
が
ほ
し

い
で
す
。
作
者
に
凝
る
こ
と
も
あ
り
、

一
貫
さ
れ
た
本
の
配
置
や
時
に
は
ゆ
っ

く
り
と
腰
を
据
え
て
読
む
ス
ペ
ー
ス
が

あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
文
化
セ
ン
タ
ー
等
の
施
設
の
整

備
を
望
み
ま
す
。
町
民
の
精
神
育
成
や

向
上
に
は
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
も
の

で
あ
り
、
他
町
村
か
ら
の
人
々
を
呼
び

込
み
な
が
ら
活
性
化
を
図
る
た
め
、
誰

も
が
安
心
し
て
世
代
を
越
え
た
交
流
が

で
き
る
公
共
施
設
か
ほ
し
い
で
す
。
ク

リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
付
近
に
あ
れ
ば
、
ス

ポ
ー
ツ
と
文
化
が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

安
全
な
衣
・
食
・
住
と
地
域
住
民
の

一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
た
ち
が
生
ま
れ

た
町
を
大
切
に
す
る
意
識
を
高
め
る
た

め
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
町
民
が

参
画
で
き
る
よ
う
な
密
着
し
た
行
政
を

考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

北
須
川
・
今
出
川
の
桜
並
木
が

大
好
き
で
、毎
年
自
慢
し
て
い
ま
す小

林
典
子
さ
ん
●
沢
井
字
上
ノ
原

▲満開の桜の中、今出川で水遊びをする子どもたち

▲町民の憩いの広場「クリスタルパーク石川」
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石
川
町
史
・
下
巻
に
は
「
明
治
七
年
、

外
槙
村
、
内
槙
村
、
高
田
町
村
、
下
泉

村
が
合
併
し
て
成
立
」
と
あ
り
、
昭
和

三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
県
発
行
の

「
市
町
村
沿
革
」
に
は
「
一
説
に
よ
る

と
明
治
七
年
一
月
、
四
村
（
前
記
）
が

合
併
し
て
石
川
村
が
成
立
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
「
偽
取
替
書
」（
泉
栄
寿
氏

所
蔵
、
前
号
参
照
）
に
は
「
明
治
七
年

戌
四
月
二
十
二
日　

高
田
町
村　

外
槙

村
」
と
あ
り
ま

す
。
で
す
か
ら

こ
の
日
ま
で
は

石
川
村
が
ま
だ

成
立
し
て
い
な

い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
ま

た
同
家
か
ら
明

56

編
纂
室
だ
よ
り�

石
川
村
の
誕
生　

明
治
七
年
七
月
か

　

石
川
町
（
旧
町
）
は
明
治
期
、
石
川
村
と
よ
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
石
川
村

は
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
誕
生
し
た
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、

中
田
村
の
よ
う
に
磐
前
県
か
ら
の
合
併
通
達
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
で
、

は
っ
き
り
し
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
見
つ
か
っ
た
古
文
書

か
ら
成
立
時
の
状
況
が
少
し
ず
つ
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

11

人
・
自
然
が
融
け
合
う　
あ
ぶ
く
ま
高
原
都
市　
い
し
か
わ

基　
本　
計　
画

《
第
４
章
》活
力
に
満
ち
た
た
く
ま
し
い
ま
ち

（
産
業
）―
そ
の
①

　

環
境
変
化
に
柔
軟
な
産
業
育
成
の
た
め
に

１　

農
林
業
の
振
興

　
「
誇
り
と
希
望
の
持
て
る
農
業
」
の
確
立
を
基
本
と
し
、

労
働
生
産
性
、
土
地
生
産
性
を
高
め
る
た
め
、
高
品
質
農

産
物
の
産
地
形
成
と
農
用
地
の
利
用
集
積
に
よ
る
経
営
合

理
化
の
推
進
、
効
率
的
、
安
定
的
な
農
業
経
営
体
を
核
と

し
た
収
益
性
の
高
い
農
業
を
め
ざ
し
、
本
町
の
農
業
・
農

村
の
健
全
な
発
展
を
図
り
ま
す
。

　

林
業
で
は
生
産
基
盤
整
備
を
推
進
し
、
生
産
性
の
向
上

を
図
る
と
共
に
、
病
害
虫
被
害
防
止
、
森
林
資
源
の
保
全

及
び
確
保
、
森
林
の
も
つ
多
面
的
機
能
の
発
揮
を
図
り
ま

す
。

２　

商
業
の
振
興

　

多
様
な
消
費
者
ニ
ー
ズ
と
商
業
活
動
の
変
化
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
賑
わ
い
と
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
を
進
め

る
と
共
に
、
経
営
体
質
の
改
善
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
よ

る
商
業
の
活
性
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

３　

工
業
の
振
興

　

地
域
条
件
に
適
し
た
優
良
企
業
の
誘
致
を
促
進
す
る
と

共
に
、
既
存
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
と
技
術
力
の
向
上

に
よ
る
新
事
業
の
創
出
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
工
業
の
開
発
・
育
成
を

促
進
し
ま
す
。

４　

雇
用
環
境
の
充
実

　

雇
用
環
境
の
変
化
に
的
確
に
対
処
し
、
新
規
就
労
の
場

の
確
保
と
高
齢
社
会
の
労
働
環
境
の
整
備
、
勤
労
者
福
祉

の
充
実
に
努
め
、
町
民
生
活
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

七
年
七
月
十
九
日
付
の
磐
前
県
か
ら
戸

長
宛
の
通
達
文
書
の
裏
面
に
「
七
月
二

十
六
日
旧
外
槙
邨
（
村
）」
と
い
う
文
字

が
書
い
て
あ
る
古
文
書
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
石
川
村
は
四
月
二

十
二
日
以
降
、
七
月
二
十
六
日
ま
で
の

間
に
完
成
し
た
こ
と
は
確
か
で
す
。五
・

六
月
は
合
併
準
備
や
話
し
合
い
の
期
間

と
考
え
る
と
「
七
月
」
に
は
石
川
村
は

成
立
し
て
い
た
と
い
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
前
記
の
四
村
が
合
併
し
た

と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
中

野
二
瓶
勇
氏
宅
に
残
る
明
治
九
年
三
月

四
日
付
の
県
令
（
知
事
）
か
ら
石
川
会

所
区
長
河
野
広
中
に
届
い
た
学
区
変
更

の
通
達
に
は
「
先
般
外
槙
村
両
村
ヲ
廃

止
シ
石
川
村
ト
改
正
候
」
と
書
い
て
あ

り
ま
す
。
両
村
と
は
高
田
町
村
と
下
泉

村
の
こ
と
で
す
。
県
は
三
村
が
合
併
し

て
石
川
村
は
成
立
し
た
と
み
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
明
治
五
・
六
年
と
外
槙
村

が
再
三
、
合
併
し
た
い
と
願
い
出
て
い

た
内
槙
村
（
高
田
村
庄
屋
兼
務
）
は
ど

う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
高
田
町
村

と
外
槙
村
の
小
作
地
を
取
替
え
た
四
月

二
十
二
日
こ
ろ
か
ら
内
槙
村
は
村
と
し

て
存
在
し
な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

な
ぜ
近
く
の
双
里
村
や
北
山
形
村
と

の
合
併
で
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
外
槙
、

高
田
町
は
同
じ
小
区
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

下
泉
村
は
小
区
は
違
っ
て
い
ま
し
た
が
、

他
郡
の
よ
う
に
会
所
を
置
く
に
ふ
さ
わ

し
い
村
を
つ
く
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
古
く
か
ら
広
く
紹
介
さ
れ
て

い
る
「
石
川
」
を
付
け
た
村
を
つ
く
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
石
川
村
は
明
治
二

十
七
年
（
一
八
九
四
）
三
月
二
十
七
日
、

町
に
な
り
ま
し
た
。　

石
川
村
誕
生
の
時
期

石
川
村
に
合
併
し
た
村
々

戌
年
田
方
縄
替
改
帳

明
治
七
年
旧
七
月
石
川
邨
（
村
）
と
あ
る



12 広報いしかわ　４月号

35

入
を
し
た
」
な
ど
い
わ
ゆ
る
悪
質
商
法

や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
も
、
同
様

に
契
約
書
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
資

料
を
そ
ろ
え
て
く
だ
さ
い
。
特
に
販
売

方
法
に
問
題
が
あ
る
場
合
に
は
、
契
約

書
の
ほ
か
販
売
員
か
ら
渡
さ
れ
た
メ
モ

も
大
切
な
資
料
で
す
。
ま
た
契
約
に
至

っ
た
詳
し
い
経
緯
を
書
い
て
、
準
備
し

て
お
く
と
相
談
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま

す
。

●
ご
本
人
が
相
談

　

状
況
を
正
確
に
具
体
的
に
把
握
し
、

本
人
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
、
原
則

的
に
ご
本
人
が
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

本
人
が
状
況
を
説
明
す
る
の
が
困
難
な

事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
家
族
な
ど
で

も
構
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
際
は
本
人
の

承
諾
を
得
て
、
内
容
を
聞
い
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

　

今
の
窮
状
や
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
を
説

明
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、

自
分
が
何
を
し
た
い
の
か
、例
え
ば「
解

約
し
た
い
」「
商
品
を
交
換
し
て
ほ
し

い
」
の
よ
う
に
自
分
の
希
望
（
要
求
）

を
き
ち
ん
と
伝
え
ま
し
ょ
う
。
け
れ
ど

も
「
ど
う
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い

か
ら
相
談
す
る
」
と
い
う
場
合
で
も
、

話
を
聴
き
、
整
理
し
な
が
ら
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

●
契
約
書
、
保
証
書
な
ど
の
資
料
を

　

準
備
し
て

　
「
化
粧
品
で
か
ぶ
れ
た
」と
い
っ
た
安

全
性
に
関
す
る
相
談
の
場
合
、
損
害
の

程
度
の
ほ
か
に
必
要
な
の
は
、
商
品
自

体
の
情
報
（
商
品
名
、
製
造
者
名
な
ど
）

で
す
。
こ
れ
ら
を
正
確
に
伝
え
る
た
め

あ
ら
か
じ
め
、
契
約
書
、
保
証
書
な
ど

書
面
を
用
意
す
る
か
、
こ
れ
ら
項
目
を

メ
モ
に
し
て
お
い
て
相
談
す
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

　
「
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
で
絵
画
の
購

子
ど
も
た
ち
が
土
曜
日
、
日
曜
日
に
豊
か
な

体
験
が
で
き
る
な
ど
、
有
意
義
に
過
ご
す

た
め
に
家
庭
や
地
域
社
会
で
望
ま
れ
る
環
境
を

つ
く
り
ま
す
。

●
子
ど
も
た
ち
が
充
実
し
た
土
曜
日
、
日
曜
日
を
過
ご
せ
る
た
め
に

〔
教
育
委
員
会
や
公
民
館
で
は
、
週
５
日
制
対
応
事
業
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
ま
す
〕

●
子
ど
も
た
ち
に
様
々
な
体
験
活
動
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

〔
地
域
に
お
け
る
生
涯
学
習
指
導
者
の
育
成
に
力
を
入
れ
ま
す
〕

●
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
活
動
を
実
施
す
る
団
体
の
協
力
体
制
を
築
く
た
め
に

〔
各
地
区
に
あ
る
青
少
年
対
象
活
動
団
体
の
連
携
を
強
め
ま
す
〕

●
学
校
等
公
共
施
設
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
に

〔
学
校
等
公
共
施
設
を
積
極
的
に
開
放
し
ま
す
〕

●
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
関
連
事
業
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に

〔
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
活
動
の
情
報
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
〕

●
児
童
福
祉
の
充
実
を
図
る
た
め
に

〔
石
川
小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充
に
努
め
ま
す
〕

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�

循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法

　

循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法

（
循
環
型
社
会
基
本
法
）
は
、
限
り

あ
る
天
然
資
源
を
効
率
的
に
使
い
、

ご
み
の
排
出
や
環
境
へ
の
負
荷
が
少

な
い
「
循
環
型
社
会
」
を
形
成
す
る

た
め
の
基
本
的
な
枠
組
み
を
示
し
た

法
律
で
す
。

①
温
水
プ
ー
ル
無
料
開
放　

�　

―
５
８
８
４

２６

　

毎
週
土
曜
日
の
午
前
の
部
を
小
中
学
生
に
無
料
開
放

　

午
前　

時
〜
正
午

１０

②
中
央
公
民
館
図
書
室
土
曜
日
開
放　

�　

―
２
５
６
６

２６

　

毎
週
土
曜
日
は
、
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
ま
で
開
放

３０

※
石
川
町
文
化
協
会
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時
ま
で
の
間

１０

③
中
谷
文
庫
開
館　

�　

―
１
４
５
７

２６

　

毎
週
火
曜
日
〜
土
曜
日　

午
前　

時
〜
午
後
４
時　

分

１０

４５

※
専
任
の
文
庫
指
導
員
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

各
施
設
へ　

石
川
町
教
育
委
員
会

循
環
型
社
会
を
実
現
す
る�

た
め
の
取
り
組
み
の�

優
先
順
位�

ＳＴＥＰ�

1

リ
デ
ュ
ー
ス�

〈
ご
み
の
発
生
抑
制
〉�

ご
み
に
な
る
物
を�

で
き
る
だ
け
減
ら
す�

ＳＴＥＰ�

2

リ
ユ
ー
ス�

〈
再
使
用
〉�

不
要
に
な
っ
た
物
は
、�

で
き
る
だ
け
繰
り
返
し
使
う�

ＳＴＥＰ�

3

マ
テ
リ
ア
ル
・
リ
サ
イ
ク
ル�

〈
原
料
と
し
て
再
生
利
用
〉�

繰
り
返
し
使
え
な
い
物
は
、�

資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る�

ＳＴＥＰ�

4

サ
ー
マ
ル
・
リ
サ
イ
ク
ル�

〈
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
〉�

資
源
と
し
て
使
え
な
い
ご
み
は
、�

熱
や
し
て
そ
の
熱
を
利
用
す
る�

ＳＴＥＰ�

5

適
正
処
分�

ど
う
し
て
も
捨
て
る
し
か
な
い
物
は
、�

環
境
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
、�

き
ち
ん
と
処
分
す
る�

循 環 的 な 利 用 �

土曜日は温水プール、
公民館図書室においでよ

※「家庭教育手帳シリーズ」は当分の間、
休ませていただきます。
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●国保の届け出●�

　会社などに勤めている人が加入している健康保険では、被保険者は
本人のみで、その家族は被扶養者となりますが、国保で家族一人ひと
りが被保険者です。�
　ただし、届け出や保険税の納付は、世帯ごとに世帯主が行います。
これは、世帯主が他の健康保険などに加入している場合も同じです。�

　国保は、職場の健康保険などに加入していない人に医療を保障する
保険で、次のような人が加入します。保険税は、次の国保に加入する
日から納めることになりますので、14日以内に届け出をしましょう。�

国保の加入者とは�
■自営業者　■農業・漁業従事者�
■パート・アルバイトなどで職場の健康保険に加入していない人�

●外国籍の人�
　外国人登録を行い、日本に１年以上滞在する人のうち、職場の健康
保険などに加入していない人は国保に加入しなければなりません。�
●株式会社・有限会社などの法人事業所で働いている人�
　職場の健康保険に加入することが義務づけられており、国保に加入
できません。社会保険事務所にお問い合わせください。�

国保に加入する日� 国保をやめる日�

※転出・転入が同じ日の場合はその日�

１．職場の健康保険などの
資格がなくなった日（退
職した日の翌日）�

２．他の市区町村から転入
した日�

３．生活保護を受けなくな
った日�

４．出生した日�

１．職場の健康保険など
に加入した日の翌日�

２．他の市区町村へ転出
した日の翌日※�

３．生活保護を受けはじ
めた日�

４．死亡した日の翌日�

加入の届け出が遅れると�

やめる届け出が遅れると�

　届け出は加入の資格が発生した日から14日以内に行ってくだ
さい。届け出が遅れても保険税はさかのぼって納
めることになります。�
　また、その間の医療費は遅れた理由が緊急やむ
を得ない場合を除き、全額自己負担になります。�

　国保の資格がなくなったのに、やめる届け出が遅れると、
ついうっかり国保の保険証を
使って診療を受けてしまうこ
とがあります。�
　この場合、国保から支払わ
れた医療費を、あとで返して
いただくことになります。�

被保険者と世帯主�

　

今
回
は
、
こ
の
５
月
か
ら
基
本
健
診

に
加
わ
る
Ｃ
型
肝
炎
の
検
査
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

現
在
、
注
目
さ
れ
て
い
る
Ｃ
型
肝
炎

は
、
放
置
し
て
お
け
ば
慢
性
肝
炎
に
な

り
、
そ
の
後
、
肝
臓
ガ
ン
に
な
る
確
率

が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
度
感

染
す
る
と
、
多
く
の
人
が
Ｈ
Ｃ
Ｖ
キ
ャ

リ
ア
と
な
り
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
病

気
が
進
行
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
大
変

重
要
な
疾
病
と
し
て
治
療
の
対
象
に
な

っ
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｃ
Ｖ
キ
ャ
リ
ア
と
は
、

Ｃ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
（
Ｈ
Ｃ
Ｖ
）
の
持

続
感
染
者
の
こ
と
を
い
い
、
こ
れ
は
血

液
の
み
で
感
染
し
ま
す
。

　

Ｈ
Ｃ
Ｖ
に
感
染
す
る
と
、
多
く
の
人

が
Ｈ
Ｃ
Ｖ
キ
ャ
リ
ア
と
な
り
、
そ
の
後
、

慢
性
肝
炎
と
な
る
こ
と
も
多
く
、
慢
性

化
す
る
と
自
然
治
癒
は
ま
れ
と
な
り
ま

す
。
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
肝
硬

変
、
肝
臓
ガ
ン
へ
進
行
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、　

〜　

年
の
長

２０

３０

い
経
過
を
た
ど
り
ま
す
。
こ
の
Ｈ
Ｃ
Ｖ

が
、
身
体
の
中
に「
い
る
」か
「
い
な
い
」

の
検
査
が
、
Ｈ
Ｃ
Ｖ
抗
体
検
査
で
す
。

　

今
回
、
一
定
の
年
齢
の
希
望
者
に
実

施
し
ま
す
が
、
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
キ
ャ
リ

ア
と
わ
か
っ
た
ら
、
定
期
的
に
医
療
機

関
で
肝
臓
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が

ら
、
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

基
本
健
診
に

Ｃ
型
肝
炎
検
査
が

加
わ
り
ま
す

今月の納期
４月３０日まで納めましょう

軽自動車税（全期分）

保健機能食品を知っていますか？
　普段何気なく店頭で見かける食品には、多くの指定表示が
書かれています。最近「保健機能食品」「特定保健用食品」と
いう表示を見かけたことはありませんか？
　これは、厚生労働省がいわゆる「健康食品」のうち国が安
全性や有効性を考えて設定した規格基準等を満たすものを
「保健機能食品」といいます。
　それぞれの内容は以下のとおりです。

　食生活を上手に取り入れることで、栄養分の補給ができた
り、体の調子を良くしたりできます。しかし、摂り過ぎれば
かえって悪影響になるだけです。これらの食品は、「１日当り
の摂取目安量、注意事項」を守り、正しい使い方をすること
が大切です。

　高齢化・食生活の乱れ等により、通常の食
生活を行うことが困難な場合等に不足しが
ちな栄養成分の補給・補完をするもの。
（ビタミン・カルシウムなどのサプリメント）

食品機能食品

　健康の維持・増進や特定の保健の用途のた
めに利用する食品。体調を整える働きのある
指定成分を加えた食品。
（エコナ・ヤクルト・キシリトールガム）

特定保健用食品

になる
いい話。�
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相
　
談�

募
　
集�

犬
も
家
族
の
一
員
で
す

―
愛
情
と
責
任
を
―

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新

の
お
知
ら
せ

　

平
成　

年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更

１４

新
を
す
る
時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。

　

４
月
は
じ
め
に
福
島
労
働
局
か
ら
送

付
さ
れ
る
申
告
書
と
記
入
要
領
を
よ
く

お
読
み
い
た
だ
い
て

５
月　

日
ま
で
に

２０

　

最
寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
、
労
働
基

準
監
督
署
、
福
島
労
働
局
に
お
い
て
手

続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
労
働
局
総
務
部

　

労
働
保
険
徴
収
室

　

�
０
２
４
―
５
３
６
―
４
６
０
７

い
ま
す
。

●
育
児
情
報

　

公
立
、
私
立
保
育
所
、
幼
稚
園
、
保

育
サ
ポ
ー
タ
ー
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

な
ど

●
介
護
情
報

　

高
齢
者
向
け
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
民
間

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
看
護
師
、
家
政
婦

紹
介
所
、
介
護
用
品
な
ど

●
家
事
代
行
情
報

　

家
政
婦
紹
介
所
、
家
事
代
行
サ
ー
ビ

ス
な
ど

●
受
付
電
話
・
時
間

　

情
報
提
供
は
無
料

　

�
０
２
４
―
５
２
４
―
２
０
２
０

　

月
〜
金
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時　

分

３０

３０

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�　

世
紀
職
業
財
団
福
島
事
務
所

２１

　

�
０
２
４
―
５
２
２
―
３
０
３
０

第　

回 
石
川
桜
ま
つ
り
開
催

１６

フ
レ
ー
フ
レ
ー
・
テ
レ
フ
ォ
ン
事
業

働
く
人
に
安
心
ア
ド
バ
イ
ス　

家
庭
と
の
両
立
を
応
援

　

育
児
・
介
護
・
家
事
代
行
等
に
関
す

る
各
種
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
相
談
に
応

じ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
具
体
的
な
情

報
を
無
料
で
電
話
等
に
よ
り
提
供
し
て

﹇
危
険
﹈

●
放
し
飼
い
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
散
歩
の
前
に
は
首
輪
、
く
さ
り
の
点

検
を
し
ま
し
ょ
う
。

﹇
迷
惑
﹈

●
散
歩
の
と
き
は
フ
ン
の
あ
と
始
末
を

し
ま
し
ょ
う
。

●
無
駄
吠
え
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

﹇
健
康
・
管
理
﹈

●
生
後　

日
以
上
の
犬
は
登
録
と
狂
犬

９１

病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
運
動
を
十
分
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
犬
舎
は
い
つ
も
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
不
要
な
子
犬
を
つ
く
ら
な
い
た
め
、

去
勢
、
避
妊
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
ら
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
中
保
健
所
衛
生
課
食
品
衛
生
係

　

�
０
２
４
８
―
７
５
―
３
８
４
７

　

町
民
生
活
課
環
境
対
策
室

　

�
２
６
―
９
１
２
２

税
務
職
員
募
集

（
大
学
卒
業
程
度
）

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
地
元
の
大
学
に

通
っ
て
い
る
方
、
都
会
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン

し
て
公
務
員
を
目
指
す
方
な
ど
、
東
北

の
風
土
に
慣
れ
親
し
ん
だ
バ
イ
タ
リ
テ

ィ
あ
ふ
れ
る
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
募
集
を
行
う
の
は
、
試
験
内
容

が
大
学
卒
業
程
度
の
「
国
税
専
門
官
」。

　

国
税
専
門
官
は
、
国
税
局
や
税
務
署

に
お
い
て
、
適
正
な
課
税
を
維
持
し
、

ま
た
租
税
収
入
を
確
保
す
る
た
め
、
税

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
法
律
・
経

済
・
会
計
学
等
の
専
門
知
識
を
駆
使
し
、

調
査
・
検
査
や
指
導
な
ど
に
当
た
り
ま

す
。

　

受
験
資
格
が
あ
る
の
は
、
昭
和　

年
５０

４
月
２
日
か
ら
昭
和　

年
４
月
１
日
ま

５６

で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

●
受
験
申
込
受
付
期
間

　

平
成　

年
４
月
２
日
（
火
）
〜

１４

　

５
月
９
日
（
木
）
ま
で

●
受
験
申
込
書
の
請
求

　

各
税
務
署
総
務
課

●
受
験
申
込
書
の
提
出
先

　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

●
試
験
日
及
び
試
験
内
容

　

第
一
次
試
験
（
教
養
・
専
門
試
験
）

　

平
成　

年
６
月　

日
（
日
）

１４

１６

　

第
二
次
試
験
（
面
接
・
身
体
検
査
）

　

平
成　

年
８
月　

日
（
月
）

１４

１９

　

又
は
８
月　

日
（
火
）

２０

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

　

�
０
２
２
―
２
６
３
―
１
１
１
１

　
　

年
目
を
迎
え
た
『
石
川
桜
ま
つ
り
』
が

年
目
を
迎
え
た
『
石
川
桜
ま
つ
り
』
が

１６１６
４
月
４
月　

日（
土
）

日（
土
）　

日（日（
日
）、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。

日
）、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。

１３１３

１４１４

桜
並

　

桜
並
木
に
囲
ま
れ
る
特
設
会
場
で
は
、
出
店
が
軒
を
連
ね
、
ゲ
ー
ム
や
カ

木
に
囲
ま
れ
る
特
設
会
場
で
は
、
出
店
が
軒
を
連
ね
、
ゲ
ー
ム
や
カ

ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

知
人
、
友
人
、
ご
家
族
な
ど
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
多
数
の
ご
来
場
を

　

知
人
、
友
人
、
ご
家
族
な
ど
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
多
数
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日　

時

平
成

　

平
成　

年
４
月

年
４
月　

日日（（
土
）
〜

土
）
〜　

日日（（
日
）
の
２
日
間

日
）
の
２
日
間

１４１４

１３１３

１４１４

正
午
〜
午
後
８
時

　

正
午
〜
午
後
８
時

●
会　

場

今
出
川
沿
い
『
あ
さ
ひ
公
園
』

　

今
出
川
沿
い
『
あ
さ
ひ
公
園
』

●
イ
ベ
ン
ト
内
容

　
﹇　

日日
﹈
ビ
ン
ゴ
大
会
、
鯉
の
放
流
、
マ
ス
つ
か
み
大
会
、
芸
能
発
表
会
、

ビ
ン
ゴ
大
会
、
鯉
の
放
流
、
マ
ス
つ
か
み
大
会
、
芸
能
発
表
会
、

１３１３カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
ほ
か

カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
ほ
か
﹇　

日日
﹈
歌
謡
シ
ョ
ー

歌
謡
シ
ョ
ー

１４１４

※
出
店
は
、４
月

※
出
店
は
、４
月　

日（
土
）〜

日（
土
）〜　

日（
日
）の
２
日
間
、午
前

日（
日
）の
２
日
間
、午
前　

時
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

時
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

１３１３

１４１４

１０１０



15広報いしかわ　４月号

　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

芳　

賀　

茂　

雄 

双　

里

三　

森　

裕　

香 

中　

田

鈴　

木　

信　

司 

形　

見

水　

野　
　

都 

大　

室

南　

條　

光　

徳 

谷　

地

齋　

藤　

明　

美 

石　

田

長
谷
部　
　

保 

沢　

井

近　

藤　

洋　

子 

郡
山
市

木　

戸　

哲　

也 

山　

形

矢　

内　

ひ
ろ
み 

白
河
市

増　

子　

尚　

明 

沢　

井

佐
久
間　

美　

幸 

玉
川
村

 

　

氏　
　

名　
　

保
護
者　
　

住　

所

鈴
木　
 
崚  
太 
（
貴　

史
・
志
保
子
）
沢　

井

り
ょ
う 
た

二
平　
 
彩  
子 
（
栄　

司
・
く
み
子
）
中　

野

あ
や 
こ

岡
崎　
 
洋  
哉 
（
孝　

教
・　

幸　

）
中　

野

ひ
ろ 
や

板
橋　
 
勇  
人 
（
友　

之
・
知　

子
）
板　

橋

ゆ
う 
と

岡
崎　
 
拓  
海 
（
啓　

一
・
正　

子
）
境
ノ
内

た
く 
み

舘
脇 
弘  
士  
郎 
（
一　

弘
・
美　

紀
）
双　

里

こ
う 
し 
ろ
う

近
内　
 
草  
太 
（
正　

典
・
美　

春
）
屋
敷
入

そ
う 
た

荒
川　
 
太  
樹 
（　

勝　

・
祐　

子
）
渡
里
沢

だ
い 
き

鈴
木　
 
晴  
也 
（
茂　

則
・
由
美
子
）
板　

橋

は
る 
や

丹
野　
　
 
響 
（
敏　

浩
・
美
弥
子
）
古　

舘

ひ
び
き

佐
久
間　
 
翔 
（
鉄　

也
・
綾　

子
）
中　

野

し
ょ
う

関
口
ひ
な
た
（
貴　

士
・
麻　

美
）
矢
ノ
目
田

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

カ
ッ
プ
ル
誕
生

お
く
や
み

　

氏　
　
　

名　
　
　
　
　
　

住　

所

大　

木　

金　

七 

塩　

沢

廣　

橋　
　

昭 

当　

町

三　

瓶　

悦　

郎 

下　

泉

添　

田　

ハ　

ル 

湯
郷
渡

佐　

藤　

力　

夫 

猫　

啼

佐　

藤　
　

茂 

曲　

木

國　

井　

ク
ニ
子 

鹿
ノ
坂

　

森　
　
　

功 

北　

町

手　

塚　
　

一 

立
ヶ
岡

小　

木　

吉　

藏 

板　

橋

柄　

澤　

一　

巳 

中　

野

円　

谷　

正　

四 

中　

野

老人福祉センター

町民グラウンド

役場宿直室

老人福祉センター

科学技術週間 (～２１日 )

心配ごと相談 (１０時～ )

発明の日

郵政記念日

町消防団春季検閲式

交通事故巡回相談 (１０時～ )

みどりの週間 (～２９日 )

こどもの読書週間 (～５／１２)

心配ごと相談 (１０時～ )

みどりの日

月
火
水
木
金
土
日
月
火

水
木
金
土
日
月
火

１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３

２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０

町民グラウンド　

石川中野球場

勤労者体育センター

　

　

町民グラウンド

老人福祉センター

共同福祉施設

町民グラウンド

中央公民館

緑茶の日

憲法週間 (～７日 )

憲法記念日

中体連ヤマザキ杯

子どもの日

児童福祉週間 (～１１日 )

ソフトボール協会長Cリーグ

看護週間 (～１２日 )

心配ごと相談 (１０時～ )

小泉智英 日本画展（～２４日）

福島県リトル春季マイナー大会（～１２日）

看護の日

県政相談会（１０時～）

水

木
金

土
日

月
火
水
木
金
土

日
月
火

１

２
３

４
５

６
７
８
９
１０
１１

１２
１３
１４

〔〔〔

（平成１４年２月１日～２月２８日まで届出分　敬称略）

〔

〔〔



施設の紹介�

編 集 後 記 �

町民憲章�
1.自然と文化を愛し�
　　　　豊かな町をつくりましょう�
1.親切と勤労をむねとし�
　　　　住みよい町をつくりましょう�
1.歴史と未来をみつめ�
　　　　誇りある町をつくりましょう�

表 紙 の 登 場 人 物 �

町の人口�

●編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360�
●URL/http://www.ishikawa.net6.or.jp/   E-mail/Koho_K@ishikawa1.net6.or.jp

　広いグラウンドと自然がいっぱいの恵まれた環境の中で、地域と
の交流を大切にしながら、友だちを思いやり、心豊かな子どもたち
に成長してほしいと願い、職員一同力を合わせて保育にあたってい
ます。�

　私はドッジボールが大好きです。�
　男の子と女の子のチームにわか
れ遊びます。�
　勝つのはいつも女の子のチーム
です。�

　広いお庭で砂遊びをしました。�
　仲良しのお友だちと砂山を作っ
ているところです。�

福田侑加さん（5歳）�
ゆう か�

塩田彩乃さん（5歳）�
あや の�

写真提供／関根政信さん�写真提供／関根政信さん�

全国の平地から山地まで日当たりのよい湿地や草原に6
月～8月にかけて生えます。高さは30～70センチになり、
花の色が柿の実の色をしていることからこの名がありま
す。花は直径2.5センチほどで唇弁に紅紫色の模様があり、
ラン特有の派手さを感じます。�

（カキラン：ラン科）�

　野木沢保育所に通う、中野の近内有里さん（中
央）、祖父の幸雄さん（右）、祖母のトシ子さん・
伸ちゃん（左）です。�

19,584人（－18）�

（  ）内前月比�

●3月1日現在住民基本台帳●�

男�
女�
世帯数�

9,569人（－12）�
10,015人（－　6）�
5,558戸（－　6）�

　4月は就職、進学、異動など新たな出発の
時期。就職内定は厳しい状況でしたが、その
後いかがでしょうか。今後の景気回復を強く
望みます。国内事情は以前厳しいものの石川
の一番良い季節がやってきました。それは桜
の季節。北須・今出川沿いの桜並木は今年も
満開の花を咲かせるでしょう。心も体もウキ
ウキする桜は、石川の花木鳥にあるように町
の自慢、誇りです。石川の如く、清らかな川、
川と調和する石、変わり行く時代の流れの中
でも、この美しい自然だけはいつまでも守り
続けたいものです。　　　　　　(迎　茂城)

●第181回●�
母畑保育所�
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